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r大学 ・教育委員会間で組織 ・継続 ・相互的交流に向けた体制づ くりと教
員の養成 ・採用 ・研修改善の為の具体策を都道府県段階で協議すること」を
指摘した 「教育職員養成審議会3次 答申一養成 と採用 ・研修との連携の円滑
化について(99/12/10)」(以 下 「教養審3次 答申」)を 受けて、国立の教員
養成系大学などにおいても教育委員会との教育連携のもと学生の学校行事へ









方を大 きく変えるモデルケースとなり得る大学 ・地域学校 ・地域と教育委員
会による 『地域教育をベースとした教員養成』のあり方を論 じる。
1.大 学 と教育委 員会 ・地域 学校 との教 育連携
2001年8月23日 、文部科学省は報告書 「教員養成等における大学と教育委
員会の連携の促進に加えて 一 手を結ぼう、大学 ・学校 ・教育委員会一」(以








が担ってきた採用 ・研修 に大学が関わり 「教員の資質向上施策を総合的 ・体
系的に推進する」というものである。言い換えると大学 と教育委員会 ・地域













大学 ・小学校 ・地域 の連携 に よる地域教育実践
次章では 「報告書」にもとついて学生の地域教育実践に焦点を当てながら
鳴門教育大学 ・玉川大学文学部教育学科それぞれの教育委員会 ・地域学校 と
の教育連携について検証する。
II.教 育連 携 の実際
1鳴 門教 育大 学と鳴 門市 ・徳 島県教 育委員会 との連携の取組
2000年6月21日 、鳴門市と鳴門教育大学間で 『教育連携の充実 ・強化を目
的とした意向書』が締結され、これにもとついて教育連携の充実を計画的 ・


































図1「 地域一体型教育改善」の組織体制(「 報告書」よ り)
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2玉 川大学文学部教 育学科 と稲城市教育委員会 との連携の取組
2000年3月31日 に玉川大学文学部教育学科と稲城市 ・教育委員会とで締結
された 「教育協力協定」は3点 で構成されている。1点 目は 『稲城市内の小
中学校18校 における教育活動充実での協力』である。玉川大学教育学科学生
教育ボランティアの稲城市への派遣であるこの取組は、教科学習 ・給食 ・行
事 ・委員会など様々な学校教育活動 に学生が関わっている。(図2)2点 目




tap(玉 川ア ドベンチャープログラム)に よる研修及び派遣の協力である。
学 校 名 学 年
活 動
(曜日 ・時間)
活 動 内 容 配 慮 事 項
・給食指導補助 ボランテ ィア と教職
(1～3年) 員や子どもとの関係
・合奏指導補 助(5年) づ くり














・ワー プ ロ打 ち
・ポ ス ター掲 示
・学習指導、 学級 での 教員と同様に勤務す
集団活動上困難な児 るよう心がけて欲し
童への個別 指導、介 い旨、お願い
土 助(2年) 41名 、単学級 の3年
城 山 小 3年 ・担任補助(テ ス ト採 生 にはいるこ とを、






大学 ・小学校 ・地域 の連携 による地域教育実践
皿.佛 教 大学教 育学 部 と地 域学校 ・地域及 び
教育 委員会 との教育連 携
1学 部生 によ る教育ボラ ンティアの取組
(1)ユ ーアイ ・スクエア
①ユーアイ ・スクエア2002
ユーアイ ・スクエア とは 『YOUISQUARE・ 友愛広場』のことであ り、
その名が示すように京都市内の公立小学校 と朝鮮初級学校との交流会のこと
である。京都市内の3つ 朝鮮初級学校 とそれぞれに隣接する5つ の市立小学




館を会場 として取組 まれていたが、第3回 にあたる 「ユーアイ ・スクエア
2002(2002年2月23日 実施)」 からは会場を佛教大学鷹陵館に移 し、企画か
ら運営に至るすべてが学部生の手によって進められることとなった(1)。
佛教大学 ・市立小学校 ・初級学校などから構成される実行委員会が組織化
















「ユ ーアイマーク」の完成 全員合 唱
・ふれあいタイム
世界で一番早く終わ る鬼 ごっこ
ユーアイ ビンゴ グル ープ内整列ゲーム 等
・昼 食














図3ユ ーアイスクエア2002当 日のプ ログ ラム
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当 日は、 第2回 を 上 回 る参 加9校 、 約300名 の 子 ど も た ち が全 体 会場 の 佛
教 大 学鷹 陵館 に 集 まっ た。 『ユ ー ア イマ ー ク披 露 』で の オ ー プ ニ ング。 グ ル ー
プ を単位 と した ふ れ あ い ・チ ャ レン ジ タ イム で の活 動 。 学 部 生 ・教 員 ス タ ッ
フ な ど を含 め た参 加 者 全 員 の500名 に よる エ ンデ ィ ングで 幕 を下 ろ した(2)。
②教育連携 としてのユーアイ ・スクエア











校で図工 ・音楽の授業を行い、そこで完成 した作品の交歓を両校問で行 うこ
とをメイン活動 として位置付 け、小学校 との教育連携のもとに取組 まれ、 日
中の小学校及び大学にとって大きな成果となったこと。さらに、翌2001年8
月には、ボランティア参加学生によるスタディツアー 『中国に行く、ぼ く・
わたし』(4)が企画され、小中学生を中心に総勢40名 が参加 し、作品交歓か ら
子ども同士の実際の交流へと前年の取組を発展させたことによる。このよう
な取組がベースとなりユーアイ ・スクエアが誕生することとなった。
2「 学習施設事業 に関する協定」 を通 した教育委員会 ・地域教 育施
設 との教育連携
(1)ツ ラッティ子 どもセンター(京 都市楽只学習施設)で の学習指導
ツラッティ子 どもセンター(以 下 「センター」)の 前身である京都市楽只
学習センターは同和教育施策の実施施設 として1976年 に建設され70～80年 代
を通 して教育問題における 「格差の是正 と低位性の克服拠点」 となった。同
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年代半ば以降の 「まちづ くりへの子どもの参加」を具体化 した 「空き地ワー
クショップ」(5)は筆者 との共同研究 として取組 まれ、人権 ・同和問題学習の
新展開として多方面 より注 目を浴びてきた。さらに、97年 か らは取組の対象
を同和地区児童 ・生徒に限らず、地域の全ての子 どもへ と広げ、2中 学校区
を対象とした地域教育センターとしてリニューアルされた。
99年以来、筆者のゼミ生を中心 とした教育学部生が小中学校及びセンター





















総合的講座 興 味 ・関心、個性 ・特技 を伸ば し、幅広 い技能 ・教養 を身につける学習
基礎的講座 学校での学習の土台 となる各教科の基礎 的内容 をテーマ とした学習
専 門 講 座 英会話 と美術(デ ッサ ン)に 関する専門的な学習
自習室開放 自主的計画的な自学 自習





1998年9月 の中央教育審議会答申 「我が国の地方教育行政の今後の在 り方
について」を受けて学校教育法施行規則の改正によって 「学校評議員」が制
度化 され2000年4月 よりスター トした。「地域 ぐるみの新 しい教育システム
構築の為の地域 ・住民に開かれた学校づ くりと学校の裁量権の拡大に伴 う説
明責任」を目的 としたものである。
パ ンフレット 「スター ト学校評議員(平 成12年1月 文部省)」 によると
①保護者や地域住民の意見を反映させた特色ある学校づ くり ② 「総合的な
学習の時間」などへの地域住民の支援 ③学校を中心とした地域 ぐるみの子
育て ④地域行事や福祉施設との連携 としたボランティァ活動など、地域 と
連携 した教育活動の活性化の4点 挙げている。
京都市教育委員会においても 「学校評議員設置要綱」が整備され、京都 ら
しさ ・開かれた学校づ くりの発展 ・学校主体による地域教育の推進 ・zl・中な
ど校種問連携の推進などの考え方を明らかにしながら市立小学校での学校評
議員制度が具体化されてきた。京都市立楽只小学校 においては地域の各種団




「子どもたちとふれあい、子 どもたちが本当にわかる授業、楽 しい授業 と






た上で取組まれている。その事前の話し合いを踏 まえ、継続 して同じ子 ども
や同じグループに関わることで、子どものつまずきを分析 し、担任 と協議 し
ながらそれぞれの子 どもにあった指導を進めている。
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さらに、夏休み明けの9月 の第1週 にはゼミ生による 「授業実践」が行わ







IV地 域 教育 をベ ース とした教員養 成
大学と教育委員会 ・地域学校との 『人的 ・知的資源の共有の具体化』とな
る 「教養審3次 答申」を受けて、国立の教員養成系大学などにおいては教育
委員会との教育連携の もと学生の学校教育活動への参加などがここ数年、積
極的に取組まれてきた。IIで は 「報告書」をもとに 「教養審3次 答申」にお
けるモデル事業的な教育連携に取組んできた鳴門教育大学と鳴門市 ・徳島県










































お わ り に
本稿では、教員養成系大学・佛教大学教育学部における教育連携実践 を『教
員養i成の視点』から検証 しつつ、大学 ・地域学校 ・地域 と教育委員会に よる




大学 ・小学校 ・地域 の連携 による地域教育実践
【脚 注 】
(1)参 加 学生スタ ッフの感想
8つ のパー ツを一つ の絵 にしたユーアイマー クの ように、ユーアイ ・スクエアに集
まった子 どもたち、学生、先生方、一人 ひと りがユーアイ ・ス クエア2002を 作 った。ユー
ア イマー クに込め られ た 「友達 を無限大につ くる、ユーアイスクエアが無 限大に続い
てほ しい」「朝鮮初級学校 と市立小学校 との距離が近 くなる ように」 とい う子 どもたち
の純粋 な思いが、 よ り広が り、発展 する未来のユーアイ ・スクエアを支 え続 けて くれ
る と思 う。初めての佛 教大学の施設使用 、初めての企画段 階か らの学生 の関わ りで私
自身様々な壁 にぶつか り、葛藤 を繰 り返 した。一緒 に悩み ・笑い ・喜 び ・泣 く ・そん
なユーアイ仲間がで き、一人ひ とりが大切 で ・一つの 目標 に向かって意見 を交わ し ・
失敗 を恐れず にあ きらめないとい う熱い熱いユー アイ精神 を培った。ユ ーアイ ・スク
エア2002で 得たエ ネル ギーを糧 にし、 これか らユーア イおばちゃん、ユ ーアイお ばあ
ち ゃんになって もユ ーアイ ・ス クエアを盛 り上げてい きたい。
(2)参 加児 童の感想
・ユーアイマークが完成 した瞬間、「自分のデザイ ンした絵が こんな風 になるなんて」
と感動 しました。イ ンタビューで答 えた 「世界 中のいろいろな人が、無 限に友 だち
をつ くれる」 とい うマー クに込めた意 味の ように、いろいろな人 と交流 して、新 し
い仲 間をつ くることがで きた思い出の 日にな りま した。
・初級学校 の人たちや違 う小学校 の人たち と話 して、友達 になれるこ とがユ ーアイ ・
スクエアのいい ところだ と思い ます。 ほかに も、初級学校 のお母 さんたちが作 って
くれた朝鮮 の料理が とてもおい しかったです。
(3)(4)拙 著 「まちづ くりとしての地域教育」 に詳 しい
(5)拙 論 「空 き地 ワークシ ョップ と参加型学習 の実際」 に詳 しい
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